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【項目】 評価結果 

コメント及びアドバイス ・このプロジェクトはNIMSの強さを上手に利用している。NIMSは過去に、これら

３分野において顕著な成功を収めてきたので、本プロジェクトは成功する可能

性が非常に高い。 

・SPM, TEM, NMRといった、高度な手法を用いて成し遂げられてきた従来の実績

が、表面解析、内部構造（高分解3D解析）や原子配置解析（最強磁場NMR）で

のこれらの手法の発展の可能性を示している。 

・この情報データベースは世界にとって非常に重要である。これはNIMSのユニー

クな側面であり、高い優先権を持っている。ナノプローブやNMRの開発は、そ

れぞれ世界最高の研究活動であり、今後世界的な施設となり、また貴重な資産

となると思われる。 

・超強磁場のNMRは、有機やポリマー薄膜へのおもしろい応用があると思われる。

・シンクロトロン放射光設備による可能性も検討すべきである。 

・ナノ解析手法はナノテクノロジープロジェクトには不可欠である。国際的ネッ

トワークを構築し、共同で研究を行うのがよい。 

・機器開発に関するプロジェクトは、企業と共同研究することが必要である。

・本プロジェクトは研究の高いリスクを持ってはいないが、すばらしく創造的と

いうわけではない。  

・NIMS内の卓越した領域を足場に研究を推進すべきである。 

・目標は明確になっているが、大学における基礎研究との相違をより明確にすべ

きである。 

 

評価点 S, S-, A+, S-, S, S, A, A+, S, A- 

総合評価点※ A+ 

 

※評価点の点数は10(S), 9(S-), 8(A+), 7(A), 6(A-), 5(B+), 4(B), 3(B-), 2(C+), 1(C)とする。総合評価点は評

価委員の点数の平均点（小数点第二位以下四捨五入）をXとすると、S:X=10, S-:9≦X<10, A+:8≦X<9, A:7≦X<8, A-:6

≦X<7, B+:5≦X<6, （以下同じ考え方）・・とする。 


